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レベッカシャープ（Rebecca［Becky］Sharp）は，文学の世界では例えばハムレット（Hamlet）や
ロミオ（Romeo）とジュリエット（Juliet）に劣らず知名度が高い方の人物であろう。ベッキーはサッ
カリー（Wiliam MakepeaceThackeray,181163）の代表作『虚栄の市』（VanityFair,1848）の中の
picaraである。VanityFairには，・A NovelwithoutaHero・という副題が付いている。この場
合の ・Hero・は「主人公」と「英雄」という二重の意味を持っているようである。しかし，ヒロイ
ンはベッキーまたはアミーリア（AmeliaSedley）またはこの両名と判断できる。
ベッキーは，この小説第1章の終りの場面で，ジマイマピンカトン（JemimaPinkerton）から餞
別として贈られたジョンソンの辞典（Johnson・sDixonary）を馬車の中からジマイマに投げ返す。こ
れは，ベッキーがアミーリアと一緒にバーバラピンカトン（BarbaraPinkerton）の経営するチジッ
クモールの女学校を立ち去る時の出来事である。ジマイマはピンカトン女史の妹である。ピンカト
ン女学校では，この寄宿制学校での教育を修了する生徒には，記念品としてこの辞典が進呈されると
いうしきたりがあった。それは，ジョンソン博士（Dr.SamuelJohnson,170984）がこの学校を訪問
したことがあり，彼女はそれを大変誇りとしていたからである。ベッキーはピンカトン女史に蛇蝎の
ように嫌われていたので，恐らく，ジマイマは姉に内緒でこの辞典を渡したに違いない。即座にその
プレゼントを投げ返すことによって，ベッキーはこの学校と校長の権威に対する反発と嫌悪を表明し
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Abstract
Thethemeofthispaperissymbolism inVanityFair,alongnovelwrittenbyWiliam
Thackeray.Thepurposeofthepaperliesinconsideringsymbolsinthenovelandwhatthey
telreadersaboutthemaincharacters.Therearealotofsymbolsinthenovel,andtheyare
very importantin interpreting majorcharacters・wordsand actionsaswel asvarious
incidentsinit.Thesymbolsadoptedinthenovelaretakenfrom manyfieldsofThackeray・s
knowledge:theclassics,theBible,history,mythology,Shakespeareandotherliteraryfigures,
andsoforth.TheauthormadegooduseofsuchsymbolsasFigs,AmeliaandGeorge・sletters,
theIphigeniaclock,JosephSedley・spicture,Amelia・spiano,George・sportrait,Becky・stwo
horses,George・sshortlovelettertoBecky,NapoleonBonaparte,andClytemnestra.These
symbolswilbediscussedinthepaper.Otherinterestingsymbolswilbeexplained,too.To
readVanityFairistostudyhumannatureasitisinanyageandanycountry.Suchsymbols
arenotonlyimpressiveenoughtourgereaderstorememberDobbin,Becky,andAmelia.They
arealsoenjoyable.VanityFairisworthreadingagainandagain.
たことになる。この場合，ジョンソンの辞典はピンカトン女学校の象徴である。ベッキーにとっての
・prison・（『虚栄の市』第2章）の象徴である。
『虚栄の市』においては，このようなシンボルが多数利用されており，それらは，作中人物の性格
や各種の事件の意味を理解する上で大いに役立つ。一体，・VanityFair・という作品名自体がバニ
ヤン（JohnBunyan,162888）のアレゴリー作品ThePilgrim・sProgress（1678）中の市場の名に由
来するシンボルである。この名前は虚栄が跋扈するイギリスの人間社会，特に中流上流社会を象徴
する。
この小論のテーマは『虚栄の市』の中の主要なシンボルであり，その目的はそれらが象徴するもの
を考察することである。採り上げるシンボルは作中の主要人物と関わりの深いものに絞ることとした
い。主要人物は，ベッキー，アミーリア，ドビン（Wiliam Dobbin），アミーリアと結婚するジョー
ジ（GeorgeOsborne），ベッキーと結婚するロードン（RawdonCrawley），ジョウゼフセドレー
（Joseph［Jos］Sedley）等の人物を指すものとする。1
この小説のシンボリズムについての先行研究が若干発表されている。例えば， ベネット（Mildred
Bennett）著のCliffsNotesonThackeray・sVanityFairの中の ・SYMBOLISM・という項目が参
考になる。また，インターネット上の ・VanityFairSymbolism,Imagery& Alegory・という
タイトルのページでも幾つかのシンボルが考察されている。2しかし，シンボリズムを本格的に扱う
論考はまだ見当たらない。したがって，この小論において比較的詳しく扱うことはそれなりの意義が
あると思われる。
以下，次のシンボルについてここで示した順番で述べていく。但し，作中人物の名前で象徴的な意
味を付与されたものについては，既に別の機会3に発表したことがあるので重複を避けるため本論で
は極力触れないようにしている。
1.フィッグズ
2.アミーリアの手紙とジョージの手紙
3.イフィゲネイアの置時計
4.ジョスの肖像画
5.アミーリアのピアノ
6.ジョージの肖像画
7.ベッキーの馬
8.ジョージの付け文
9.ナポレオンボナパルト（ナポレオン一世）
10.クリュタイムネストラ
1.フィッグズ
ベネット（MildredBennett）は，『虚栄の市』のシンボリズムについて先ず次のように述べている。
Thackeraytakessymbolsfrom everydaylife,from theclassics,andfrom theBible.Heshows
RebeccaensnaringJosephinatangleofgreensilk,attheirfirstacquaintance.AsBeckyclimbs
thesocialstairway,sheislikenedtoaspider.Atthecloseofthebook,shehasliteralyentangled
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anddestroyedJosephjustasaspiderwoulditsvictim.Shesuckedhismoney,hisvitality,his
personalityfrom him.ShedidnotreduceRawdontosuchashel,butsheplayedDelilahtohis
Samson.（Bennett54）
この引用の最初の文は，情報がやや物足りない感がある。なぜなら，サッカリーは，日常生活（の事
物）や古典，聖書からのみならず，歴史上の人物（例えば，ナポレオン一世）や神話中の人物（例えば，
クリュタイムネストラ），シェイクスピア（Wiliam Shakespeare,15641616）の人物（例えば，Lady
Macbeth）等，シンボルとして，多方面の著名な人物を利用しているからである。ベネットは，この
引用箇所で，ベッキーを，ジョスを罠にかけて破滅させる蜘蛛にたとえ，ロードンとベッキーの夫妻
をサムソンとデリラに見立てている。これらは的確な解釈であると思うが，説明が簡略過ぎるので，
以下，ベネットの見方も紹介しながら，面白いシンボルを検討したい。
最初はフィッグズ（Figs）である。これは日常生活の中から採用されたシンボルであり，作品の5
章に見られる言葉である。この章の大部分がドビンとジョージが学んだパブリックスクール（the
SwishtailSeminary）での二人のエピソードに充てられている。因みに，5章は『虚栄の市』の名場
面の一つが描かれている章である。4
・Figs・はドビンを象徴する。その理由は，第一に，彼の父親がロンドンのテムズ通りに ・Figs&
Rudge・という名前の食料雑貨店を経営しているからであり，第二には，ドビンがこの学校に在籍し
ていた時代には何事であれ彼が不器用で学業の出来も良くない少年だったがために，多分，figの比
喩的な意味「つまらない物，無価値なこと」に因んでこのあだ名で呼ばれることになったのであろう。
しかし，この章の中で，第一の象徴的な意味は変化しないが第二の軽蔑的な意味は好意的なシンボル
へと変化する。その境界となるのは，ドビンとカフ（ReginaldCuff）との対決である。
ドビンについては作品の5章の冒頭で次のように書かれている。
Cuff・sfightwithDobbinandtheunexpectedissueofthatcontestwillongberememberedby
everymanwhowaseducatedatDr.Swishtail・sfamousschool.Thelatteryouth（whousedtobe
caledHeighhoDobbinGeehoDobbin,andbymanyothernamesindicativeofpuerilecontempt）
wasthequietest,theclumsiest,and asitseemed thedulestofal Dr.Swishtail・syoung
gentlemen.（38）5
この引用のうち，・GeehoDobbin・は普通名詞のdobbinの意味と関係がある。・Geeho・は馬を
急がせるときの掛け声で「はいはい」の意味である。そして，dobbinは「農耕馬，駄馬」の意味を
持ち，不出来なドビンを揶揄し軽蔑するシンボルとなった。カフはドビンとは正反対の成績優秀なガ
キ大将であり，この学校に王者のように君臨していた。スウィッシュテイル校長でさえ彼を恐れてい
るというがあるほどだった。頭もあれば金もある，腕っ節も強い，飲酒も嗅ぎタバコも平気という，
教育者側からみるとまことに始末に負えない生徒である。そのカフが，ジョージオズボーン少年を
cricket-stump（クリケット用のウィケットを構成する棒の一種）で殴りつけている。これに先だって，
ドビンがカフから母親を侮辱されるという屈辱的な出来事があり，その記憶も影響したのであろう
これを見たドビンは我慢がならない。カフに決闘を申し出る。ジョージも驚いたがカフの驚きも尋常
ではない。試合の若いラウンドでは分の悪かったドビンが，拳闘のコツを会得して，結局，カフをグ
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ロッキーにしてしまう。
ドビンの株が急上昇したのはこの対決の後だった。彼の勝利の後で何が起きたかと言えば，・In
consequenceofDobbin・svictory,hischaracterroseprodigiouslyintheestimationofalhis
schoolfelowsandthenameofFigswhichhadbeenabywordandreproachbecameas
respectableandpopularanicknameasanyotherinuseintheschool.・（45）とある。しかも，
カフも立派だった点，言い換えれば，作者の人物造型の美点は，カフは自分の敗北を恨むどころか，
非を認めて謝罪することである。そればかりか，彼が，ドビンの勉学の面倒をみることによって成績
を向上させ，ドビンが校長から褒美を授与されるという栄誉を獲得させたことである。
ドビンが初登場するのは5章であるが，サッカリーは ・Figs・というシンボルによって彼の性格
を鮮明に提示している。なお，この語はこの章で合計20回使われている。ドビンは，恐らく，この
出来事を契機として努力を重ね，学業を終えてからは軍隊で昇進していく。人望も高まり，彼と接す
る人物は老若男女を問わず一様に彼に惹きつけられる。しかし，彼の本質は少しも変わらない。常に
控えめで愚直，誠実で親切，思いやりに富み，勇敢で寛大である。虚栄の市の例外的人物である。デ
イヴィス（DavidStuartDavies）は，・WhileBeckyandAmeliaoccupythecentralground,most
readersidentifytheunselfishDobbinasthebook・struehero.Indeed,someinterpretDobbin
asThackeray・salterego.・（Davis804）と述べているが，デイヴィスの言うとおり，この小説の副
題にも拘わらず，あえて主人公を選ぶとすればドビン以外には考えられない。
2.アミーリアの手紙とジョージの手紙
次に，アミーリアの手紙とジョージの手紙とについて検討しよう。彼女
はジョージとの結婚前に幾度もジョージへ手紙を送る。文面は少女のよう
なロマンティックな内容だった。ところが，ジョージは，その手紙を重視
しないようにみえる。なぜなら，彼は時にはその手紙で葉巻に火をつける
ような真似をしていたからである（図 1参照）。図1には，・Lieutenant
Osborneandhisardentloveletters・というタイトルが付されている。
このように，アミーリアの手紙はジョージにとっては重要性が小さい。そ
の手紙は灰のように無価値なものを象徴していると考えられる。これは，
ジョージが放蕩息子であり，アミーリアとの結婚に熱意を注ごうとはしな
いからである。その証拠に，ドビンがジョージには許婚があることをジョ
ージの連隊で暴露したとき，ジョージは大変な剣幕で腹を立てドビンにくってかかる。恰も，アミー
リアとの結婚を恥じているかのような様子が認められる。このドンファンは根っからの遊び人であ
り，アミーリアの心情を理解できない鈍感な青年である。
他方，ジョージがアミーリア宛に書いた手紙は彼女の宝物だった。それは恋人ジョージを象徴する。
彼女は，父親が破産しジョージとの結婚をあきらめなければならなくなった時，父親から，ジョージ
からの贈り物と手紙をすべて送り返すように言いつけられる。贈り物は返すことはできるが，手紙は
絶対にできない。彼女にとってはそれほど貴重な恋の形見だった。手紙の文面は全部丸暗記している。
彼女は，ジョージからの手紙は丁寧に書いたとは思えないものであっても，その冷淡さや短さを好意
的に解釈していた。その手紙の価値は計り知れず，ジョージ宛の彼女の手紙とは対照的な扱いを受け
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図1
ている。
ジョージの戦死後，アミーリアはドビンに手紙を書く。ドビン宛の手紙について，・Twiceor
thriceintheyearaccordingtoher［Amelia・s］promiseshewrotehim letterstoMadras
lettersalaboutlittleGeorgy.How hetreasuredthosepapers!WheneverAmeliawrotehe
answered,andnotuntilthen.・（394）と書かれている。彼女はジョージーのことばかりを書いた
が，ドビンに対する気遣いや心配はほとんど見られない。彼女の手紙には自己本位の傾向が著しい。
しかし，ドビンはそのような手紙であっても大事にしている。手紙の扱いにおいて，ジョージの場合
とは天地の差がある。また，作中の他の場所には，・He［Dobbin］readoverandoveralthe
letterswhich heeverhadfrom her［Amelia］lettersofbusinessrelativetothelittle
property which hehadmadeherbelieveherhusbandhadlefttoherbriefnotesof
invitationeveryscrapofwritingthatshehadeversenttohimhowcold,howkind,how
hopeless,how selfish,theywere!・（436）という文が見られる。ここから，ドビンは彼女から届い
たものであればどのような手紙であっても，繰り返し読んだことがわかる。そして，彼女の手紙は
「非常に冷たく，優しく，絶望的で，利己的だった」。「優しく」は皮肉かもしれない。アミーリアは
ドビンに対しては時々暴君的にふるまうが，彼にとってアミーリアの手紙は彼女を象徴する財産であ
り崇拝の対象のように見える。
3.イフィゲネイアの置時計
続いて，イフィゲネイアの置時計（Iphigeniaclock）について検討しよう。Iphigeniaはギリシア神
話中の人物であり，エウリピデス（Euripides,484??406B.C.）の劇に登場する。この言葉は作中で5
回使われている。そのうち，4回は作品の13章で言及され，残りの1回は51章のcharade（シャレ
ード＝相手が身振りで，しばしば1音節ずつ表す言葉を当てる遊戯，作中では芝居の形で描かれている）の場
面で使われている。ベネットは，この時計について次のように的確に説明している。
TheOsbornehouseholdkeepstimebyaclockrepresentingthesacrificeofIphigenia.Iphigenia,
daughterofClytemnestraandAgamemnon,wassacrificedbyherfatherforsuccessinwar,
anotherroutetopowerandposition.OldOsbornetriestosacrificeGeorgetoamarriage-for-
money;hedestroysMissJane・soneromanceforhisownselfishconvenience.TheIphigeniaclock,
then,symbolizesthecompletesubordinationoftheOsbornestomoneyandsocialsuccess.（Bennett
5455）
ここに書かれているように，イフィゲネイアはクリュタイムネストラとアガメムノンの娘で父親が
戦に勝つために生贄に供された娘である。6イフィゲネイアの時計は，オズボーン家の客間に置いて
あり，それは金と社会的出世に対するオズボーン一家の完全な服従を象徴している。ジョンオズボ
ーンは，ジョンセドリーの破産を知るとジョージとアミーリアとの婚約を解消し息子を大金持ちの
ミスシュヴァルツと結婚させようと目論む。ジョンオズボーンが崇拝するのは富と爵位である。
したがって，この時計は彼の家にふさわしい，象徴的な事物である。
この引用中の ・MissJane・soneromance・は，ジェーンオズボーンと画家のスミー（Smee）
との恋愛沙汰を指している。それは1818年頃の出来事で，ジェーンに絵を教えるためにオズボーン
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家を訪問していたスミーと彼女との間に生じたロマンスだった。恋人同志は結婚を夢見ていたようで
あるが，二人の関係を完膚無きまでに破壊したのはジェーンの父親で，以来，ジェーンは結婚を諦め，
いわば父親の世話係兼家政婦のような役に甘んじなければならない。サッカリーは，イフィゲネイア
を効果的に利用していると言えよう。
4.ジョスの肖像画
次に，ジョスの肖像画（図2参照）について検討しよう。この絵は，作
中では二つの場面で登場する。最初は，セドリー家の財産の競売が行われ
たときであり，二度目は，ジョスやアミーリアがパンパニケルに滞在して
いたときのことである。図2は，『虚栄の市』のほぼすべての章の冒頭に
つけられているvignette（ヴィニェット＝デザイン化されたアルファベット1
文字を組み込んだ飾り絵）の一枚であり，これは17章に付いている。絵の
中で，象に乗っている大柄の男がジョスであり，背景にはココナッツの樹
と塔が描かれている。ジョスはイギリス東インド会社に勤める人物である
ため，これはインドでの一コマを写した絵である。この絵は，元はセドリ
ー家に飾られていたのであるが，競売二日目の，あまり値打ちのない品目
の中に入っていた。これをロードンクローリーが半ギニー（約0.5ポンド）の値で落札する。しか
し，その絵を本当に落札したかったのはベッキーとみて良い。テキストでこの辺の記述を読んでも，
ジョスの絵を買ったベッキーの真意が理解しにくい。それが判然とするのは，物語の最終章（67章）
である。彼女はパンパニケルの自分の部屋にそれを飾りジョスに誇示する。驚くジョスとベッキーの
やりとりは以下のように述べられている。
・Iboughtit,・saidBecky,inavoicetremblingwithemotion;・IwenttoseeifIcouldbeof
anyusetomykindfriends［theSedleys］.Ihaveneverpartedwiththatpicture［theportraitof
agentlemanonanelephant］Ineverwil.・
・Won・tyou?・Joscried,withalookofunutterableraptureandsatisfaction.・Didyourealy
nowvalueitformysake?・
・YouknowIdid,welenough,・saidBecky;・butwhyspeak,whythink,whylookback?It
istoolatenow!・（676）
一方で，この会話の最初の台詞はベッキーの真意を表していると解す
ることができる。なぜなら，セドリー家の競売で品物を落札すればセド
リーの負債はそれだけ減少するからである。そのような目的で絵を落札
したと解釈できる。しかし，他方で，ベッキーの本心はその絵の将来の
効用を期待する打算的購入にあったように思えてならない。すると，そ
の絵はジョスに対する罠あるいはを象徴することになる。この絵は，
ベッキーがピンカトン女学校を去ってアミーリアの家に滞在した時に，
ジョスを釣り上げるために作った緑の絹の財布と同じ象徴的意味を持っ
ていると考えられる。なぜなら，ベッキーは最終章で初めてジョスとい
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図2
図3
う大物を釣り上げて自分の意のままに操縦するからである。この財布の象徴するものは，物語4章冒
頭のヴィニェット（図3参照）から明らかである。図3の川の中の太った魚はジョスであり，釣り糸
を垂れているのはベッキーである。
5.アミーリアのピアノ
セドリー家には2台のピアノがあった。その一方は，セドリー破産後の競売初日に買い手がつく。
他の1台の小型のピアノは，二日目にドビンがロードン夫妻と張り合った末に25ギニーで落札する。
その値段は作中でベッキーが指摘するように高すぎる。ドビンはそのピアノを匿名でアミーリアに贈
る。彼女は，贈り主がジョージであると信じて疑わない。このため，このピアノは二重の象徴性を帯
びる。アミーリアは競売から十数年が経ってからピアノの贈り主についての真相を知る。それは，イ
ンドから10年ぶりでイギリスに戻ってきたドビンが彼女を訪問したときの彼の言葉によってであっ
た。真相が分かったときのアミーリアの心理と反応は，・It［thepiano］wasnotGeorge・srelic.It
wasvaluelessnow.ThenexttimethatoldSedley askedhertoplay,shesaiditwas
shockinglyoutoftune,thatshehadaheadache,thatshecouldn・tplay.・（596）のように書
かれている。この時，彼女にとってのピアノの価値は失われたのである。父親からピアノを弾いてく
れるようにと頼まれてもをついて弾こうとはしない。彼女はそのプレゼントの贈り主を見抜くこと
ができず，勝手にジョージと決めつけていたのであるから，このピアノは彼女の愚かさを象徴すると
解釈できよう。ただ，彼女は自分の思い違いに気づくとドビンに謝罪をするだけの美徳は備えている。
他方，ドビンの視点から見るとこのピアノは彼の愛情の象徴である。
ここで，ピアノについてのが生じる。それは，アミーリアとジョージは，結婚後，この楽器につ
いて一度も話題にしたことはなかったのか，という問題である。作品を読む限り，ピアノについては
この夫婦間で話された形跡がない。あえて，このあたりの事情を推測するとすれば，結婚後一緒に過
ごす時間があまりないままジョージが戦死したので話す機会はなかったのであろう，と考えざるを得
ない。しかも，ジョージは結婚後間もなく妻に飽きてしまったのであるから，アミーリアは10年以
上に亘って誤解をしていたことになる。
なお，このピアノについては作者の不注意が認められる。作品59章で，ドビンはこのピアノの進
呈者は彼であるとアミーリアが当然考えていると判断しているが，これは18章と矛盾する。なぜな
ら，18章で，ジョージがドビンに彼女からの別れの手紙を見せるが，その最後に，・・Ishaloften
playuponthepianoyourpiano.Itwaslikeyoutosendit.・・（185）という文があり，ピア
ノに言及しているからである。また，ドビンはピアノを送ってからセドリー夫人を訪ねてその楽器に
ついての話を聞いているが，その時，夫人はジョージを贈り主とみなしている，しかし，ドビンはそ
の勘違いを訂正しないからである。
6.ジョージの肖像画
ジョージを失った後のアミーリアの前には，ドビンも含めて幾人もの求婚者が現れる。しかし，彼
女はあくまで亡夫の思い出にしがみついて生きる道を選ぼうとする。ジョージはドビンと比べると雲
泥の差がある俗物だったが，アミーリアはそれを見抜くことができない，あるいは意図的に彼の欠点
を無視しようとする。彼女は，戦死した夫を理想化するあまり，眼が曇ってしまいジョージの亡霊に
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再婚の自由を拘束されているように見える。その辺の情況は，作品46章の次の描写から読み取るこ
とができる。
Alher［Amelia・s］husband・sfaultsandfoiblesshehadburiedinthegravewithhim:sheonly
rememberedthelover,whohadmarriedheratalsacrifices:thenoblehusbandsobraveand
beautiful,inwhosearmsshehadhungonthemorningwhenhehadgoneawaytofight,anddie
gloriouslyforhisking.From heaventheheromustbesmilingdownuponthatparagonofaboy
whom hehadlefttocomfortandconsoleher.（459）
この引用に見られるとおり，アミーリアは亡夫の欠点短所はすべて夫と共に墓に埋めて，あらゆる犠
牲を払って結婚してくれた恋人，気高く非常に勇敢で美しい夫，戦いに出かけた朝は彼女をその腕に
抱き上げてくれた，イギリス国王のために名誉の死を遂げた夫としてのみ記憶していた。彼女は，完
璧な夫としてジョージを思い出す。
ジョージの肖像画がアミーリアの部屋に飾られており，再婚の話が持ち上ったり，ドビンの熱烈な
思いを断ち切ろうとしたりするときには，彼女は決まってその絵を見つめる。例えば，ドビンが10
年ぶりにインドから帰国してアミーリアを訪ねた時（59章），ドビンの恋を見破ったミスポリー
（MissPoly）がドビンとの再婚をアピールする。しかし，その時のアミーリアの反応は以下のよう
に書かれている。
ButAmelia,lookingupatherbed,overwhichhungtheportraitsofherhusbandandson,told
heryoungprotegee,never,never,tospeakonthatsubjectagain;thatMajorDobbinhadbeenher
husband・sdearestfriend,andherownandGeorge・smostkindandaffectionateguardian;thatshe
lovedhim asabrotherbutthatawomanwhohadbeenmarriedtosuchanangelasthat,and
shepointedtothewal,couldneverthinkofanyotherunion.（592）
アミーリアはここで，ポリーに対して，ドビンとの結婚という話題（thatsubject）については二度と
話さないこと，ドビン少佐は死んだジョージの親友にして彼女とジョージーの一番優しい保護者であ
ること，兄としてドビンを愛しているが，天使のような男（＝ジョージ）と結婚したアミーリアは他
の相手との結婚などについては決して考えられないことを述べている。このように，ジョージの肖像
画は絶大な威力を発揮する。したがって，この絵は，アミーリアの亡父に対する盲目的服従を象徴す
る。それは，絶対的な貞節を象徴すると言い換えることもできよう。ジョージは，結婚後一週間ほど
で妻に飽きてしまい，ベッキーとの浮気を始めるような不誠実な男だったが，アミーリアは，彼の面
影を振り捨てることができない。
この肖像画はアミーリアにとっては夫との神聖な絆に等しいが，彼女以外の人物にとっては無価値
に等しいことがある。例えば，彼女の母親は ・I・m sickofthatminiature.・（394）と言っている。
・thatminiature・はジョージの肖像画を指している。セドリー夫人は，ドビンがアミーリアとの結
婚を切望していることを察知して，アミーリアにドビンの想いを告げるが，そのたび毎にアミーリア
は亡夫の肖像画の元へ避難する。それは，再婚を免れるためのお守りのような役割を果たしており，
アミーリアを執拗に支配している。その束縛から解放されるのは，最終章においてである。
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7.ベッキーの馬
シェイクスピア作リチャード三世（RichardIII,159293?）の中に，戦いの最中に馬を失った主人公
が ・A horse!A horse!Mykingdom forahorse!・（TheNew PenguinShakespeare,1968,V.iv）
と叫ぶ場面がある。この時のリチャードにとっては馬が何よりも重要である。『虚栄の市』の中のベ
ッキーの馬も，ジョスにとってはその国王にとっての馬と同様の価値がある。これは，ナポレオン戦
争のワーテルローの戦いの際，ジョスやベッキーが戦場から遠くないブリュッセルに滞在していた時，
敵軍がこの町に侵入するかも知れないと聞いて，臆病風に吹かれたジョスがベッキーから買った馬で
ある。馬車用の馬である。この場面では，多数のイギリス人がブリュッセルから必死に脱出しようと
するので馬の値段が高騰する。ベッキーの馬は，ロードンが戦場へ出発する前に残していった財産で
あるが，彼女は相手の窮状に乗じてその馬を途方もない値段で売りつける。ジョスは妹を残したまま
ブリュッセルから逃走する。ペギー（PeggyO・Dowd）に非難されても，何よりも大事なのは自分の
命である。
以上，馬をめぐるエピソードの一端を述べたが，ベッキーの馬は彼女の打算と貪欲を象徴し，同時
に，ジョスの臆病または身勝手を象徴する。彼の性格の本質を象徴すると言い換えることもできよう。
8.ジョージの付け文
ジョージが人妻ベッキークローリーに渡した付け文も重要なシンボルである。これは29章で描
写される盛大な舞踏会の席で，ジョージが花束の中に隠してベッキーに渡した手紙である。その手紙
の中で，新婚わずか二カ月ほどの身でありながらジョージは早くもベッキーに駆け落ちを求めている。
それは，彼の背徳的行為を象徴している。ジョージは結婚には乗り気ではなかったが，ドビンに説得
されて結婚に踏み切ったという事情がある。それにしてもジョージの浮気者の気質は矯正しがたい。
作中，彼に並ぶドンファンは外に見当たらない。彼は，結婚早々，大人しいアミーリアを退屈に思
い，ベッキーに熱をあげるほど破廉恥な男である。戦死したのはその罰である。
この付け文は，ベッキーが読んだことは言うまでもないが，ドビンも目撃し，また，多分，アミー
リアも気付いたようである。ドビンは，後に，未亡人となったアミーリアに求婚し拒絶にあうが，そ
の時にこの手紙の件を持ち出したりはしない。もし，この手紙に公然と言及したなら，あるいはアミ
ーリアは彼のプロポーズに応じたかも知れない。しかし，それは死んだジョージの虚像を破壊し彼の
実体を暴くことに等しい。ドビンにはそのような残酷な仕打ちは到底できはしない。そのようなこと
をしなくともアミーリアが彼の恋に応える日を専ら待ち続けている。ドビンはベッキーの処遇につい
てアミーリアと口論をした時でさえ，その付け文に触れなかった。その手紙を暴露するのはベッキー
である。けれども，その暴露よりも先にアミーリアはドビン宛の手紙を投函していた。この，付け文
の内容を知らないうちにドビンに帰還を要請したことの意義は大きい。なぜなら，彼女はこの時にな
って初めて亡夫よりもドビンを愛情面で高い位置に置くからである。この辺りの消息は，・Emmy
wasverygladinherhearttothinkthatshehadwrittentoherhusband［Dobbin］before
shereadorknew ofthatletterofGeorge・s.・Iknew italalong,・Wiliam said;・butcould
Iusethatweaponagainstthepoorfelow・smemory?Itwasthatwhichmademesufferso
whenyou・（684）と述べられている。ドビンにとっては，その手紙は自分の恋を成就するための
武器であったが，それを使うことはしなかった。
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9.ナポレオンボナパルト（ナポレオン一世）
・Napoleon・または ・Bonaparte・という名前は，『虚栄の市』の中では合計32回使われている。
この皇帝が作中に登場するわけではないが，重要なシンボルとして機能している。Shmoop
EditorialTeamは，ナポレオンボナパルトは二重の象徴であるとして，次のように説明している。
Napoleonisobviouslyarealguy,buthe・simportanttothenovelbecausehehugelyinfluencesthe
plotwithoutevershowingupintheworldofBecky,Amelia,Rawdon,andGeorge.We・dliketo
suggestthathe・sakindofdoublesymbol.
Ontheonehand,wehaveBecky-as-Napoleon.Napoleonworksasakindofemblem oflimitless,
relentless,inevitableconquest.Beckyisoftencomparedto・theCorsicanupstart・（Napoleon）and
Thackerayfrequentlydescribesheractionsinmilitaryterms.Sheisalwaysinvadingorattacking
orroutingthepersonshe・sdealingwith.Whatdowemakeofthiscomparison?IsBeckyrealy
theNapoleonofhersocialworld?
Ontheotherhand,we・vegotNapoleon-as-fate.Thinkabouthowwide-reachingtheeffectsofhis
escapefrom Elbaandreturntothebattlefieldareonthepeopleinthenovel.Ofcoursehisreturn
summonsGeorgeandRawdontofightinBrussels,butevenbeforethatitupsetsthefinancial
marketsMr.Sedleydependson,thuswreckinghisrelationshipwithMr.Osborneandaffecting
Amelia・smarriage.7
この解釈はナポレオンボナパルトという人名の機能を端的に指摘していると思
う。彼は，一方ではベッキーの無限で容赦のない避けがたい征服＝ナポレオン的
性格を象徴している。それは，『虚栄の市』64章のヴィニェット（図4参照）か
らも明らかである。そのヴィニェットでは，ナポレオン帽を被ったベッキーが小
型の望遠鏡を持ってフランスの海岸からイングランドを望んでいる。上記の引用
の ・Whatdowemakeofthiscomparison?・の解答はItisaveryreasonable
andsuitablecomparison.であり，・IsBeckyrealytheNapoleonofher
socialworld?・に対しては，Yes,sheis.と答えることができよう。彼女は，自
分と接触する大部分の人物＝夫のロードン，スタイン侯爵，アミーリア，ジョス，ミスブリッグズ
等を食い物にするからである。
なお，作中でナポレオンを贔屓にする人物は極めて少数であるが，ベッキーもそのうちの一人であ
る。例えば，ベッキーはピンカトン女学校を後にしてから間もなく，アミーリアに対して，・She
［BarbaraPinkerton］doesn・tknow awordofFrench,andwastooproudtoconfessit.I
believeitwasthatwhichmadeherpartwithme,andsothankHeavenforFrench.Vivela
France,Vivel・Empereur,ViveBonaparte!・（10）とピンカトンを罵るが，この台詞によって，彼
女のフランスやボナパルトに対する好意が分る。この文に続いて，・...inthosedays,inEngland
tosay・LongliveBonaparte,・wasasmuchastosay・LongliveLucifer.・（10）とあるので，
ベッキーのセリフは反英国的でありアウトサイダーのセリフである。彼女のフランス贔屓の理由は，
母親がフランス人であるという事情に起因するのであろう。
他方，「ナポレオン」は運命を象徴することが，この引用の3番目の段落に書かれている。それは，
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図4
全面的に首肯できる解釈である。以下，その理由を説明しよう。18章の冒頭で，ナポレオンのカン
ヌ上陸の報が述べられ，それが引き起こしたパニックが書かれている。ナポレオンの動静がジョン
セドリーを打ちのめした様子が，・Inthefirstplace,her［Amelia・s］father・sfortunewasswept
downwiththatfatalnews.Alhisspeculationshadoflategonewrongwiththelucklessold
gentleman.Ventureshadfailed:merchantshadbroken:fundshadrisenwhenhecalculated
theywouldfal.・（178）と述べられている。このように，ナポレオンがセドリーの財産を一掃し，
彼の投機はすべて失敗する。そして，父親の倒産はアミーリアの境遇を大きく変えてしまう。それま
での邸宅暮らしから借家での生活を強いられる。したがって，彼女の一家にとってナポレオンは不運
の象徴である。
10.クリュタイムネストラ
「クリュタイムネストラ（Clytemnestra）」は『虚栄の市』の本文の中では4回しか使われていない。
しかし，意味深長な言葉である。ベッキーの演じるクリュタイムネストラの象徴的意味と作品最終章
の ・Becky・ssecondappearanceinthecharacterofClytemnestra・という題のイラストについて
は既に論じたことがある。8その時には，このイラストとそのタイトルが暗示するとおり，ベッキー
がジョスを殺すのか否かという問題は未決のままにしてあったので，ここでその解答を提示しよう。
このイラストの中でベッキーが手にしているものは，ナイフまたは毒薬の瓶であると解釈し，彼女
がジョスの直接的な下手人であると判断する説がある。例えば，セシル（DavidCecil,190286）であ
る。9結論を急げば，筆者には，サザランド（JohnSutherland,1938）の「否」という解答が決定的
であると思われる。10サザランドは，その理由として，ベッキーが，この絵の中で描かれているよう
に，ジョスとドビンの話を立ち聞きしたはずはあり得ないこと，ジョスを徐々に死へ追い詰めるのは
彼女らしくないこと，サッカリーがニューゲート小説（theNewgateNovel）11を嫌っていたことを挙
げている。筆者も同感である。『虚栄の市』の挿し絵はすべて作者自身の作品であるが，それらは，
その場面の情景を写実的に示すものと漫画的で象徴的な絵との二種類に大別できる。その大体の比率
は，前者が2に対し後者が1である（ヴィニェットもカウントしている）。後者の中には現実をデフォル
メした絵も見られる。そのため，挿し絵の解釈は慎重にしなければいけないが，サザランドの言うと
おり，この絵はクリュタイムネストラのような恐怖を引き起こすベッキーの性格を象徴的に表したも
のと判断できる。
以上，10のシンボルを採り上げてそれらが何を象徴するのかをみてきたが，他にも多数のシンボ
ルとなる語句が使われている。それらのうち，特に使い方が巧妙と思われるものを挙げると表1のよ
うになる。これらの語句とそれぞれが象徴するものについて，順次，簡潔な説明を加えたい。
1）ahandsomeshirt-pin
シャツに付けるこの飾りピンは，ジョージが自分用に買ったアクセサリーである。彼は，最初はア
ミーリアのためのプレゼントを手に入れるつもりだったのであるが，ある宝石店でそのピンが目に入
った途端，是が非でも欲しくなり購入する。その資金はドビンが融通したものだった。この行為はジ
ョージの我が儘と思いやりの欠如を表しており，飾りピンはアミーリアよりも自分を可愛がるという
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薄情を象徴している。
2）Theveryfinesttreeinthewholeforest
13章に，・O thoupoorpantinglittlesoul［Amelia］!Theveryfinesttreeinthewhole
forest,withthestraighteststem andthestrongestarmsandthethickestfoliagewherein
youchoosetobuildandcoo,maybemarkedforwhatyouknowandmaybedownwitha
crasherelong.Whatanoldoldsimilethatisbetweenmanandtimber!・（127）という文が
ある。この木はジョージを象徴している。2番目の文（Theveryfinesttreeinthewholeforest...
long.）はジョージの戦死を暗示する伏線と解釈できる。なお，サッカリーは67章においても，アミ
ーリアを鳥に，ドビンをオークにたとえている。彼のよく使う比喩である。また，30章で，ジョー
ジがワーテルローの戦場へ出発する用意をしていた時，アミーリアが自分の胸に押し当てた夫の肩章
（sash）がドビンには血のように見えたという描写がある。それは，・She［Amelia］cameoutand
stood,leaningatthewal,holdingthissashagainstherbosom,from whichtheheavynet
ofcrimsondroppedlikealargestainofblood.・（301）と書かれている。この ・blood・もジョ
ージの戦死を示唆する象徴的な言葉である。
3）thegreatscarletBible
ジョンオズボーンは家庭用聖書を持っている。その聖書には，イサクを犠牲に捧げるアブラハム
の姿を描いた口絵が付いている。12ジョンオズボーンは，その聖書に家庭内の重要な出来事を記入
する。例えば，自分の結婚した日や妻の死んだ日，子供たちの生年月日等である。これは彼の家を象
徴するとともに彼の意思を象徴する。なぜなら，ジョンオズボーンは，ジョージが自分の指示に反
してアミーリアと結婚したことを知ると，その聖書に記されていた息子の名前を消すからである。こ
れがジョージの廃嫡を意味することは言うまでもない。
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表1（章番号は『虚栄の市』の章番号である。便宜上，ローマ数字とアラビア数字を併記した。）
No. 章番号 頁 語句とそれらが象徴するもの
1 XIII（13） 127 ahandsomeshirt-pin＝ジョージオズボーンの薄情
2 XIII（13） 127 Theveryfinesttreeinthewholeforest＝ジョージオズボーン
3 XXIV（24） 231 thegreatscarletBible＝ジョンオズボーンの意思
4 XXXIV（34） 347 thecloudsoftobacco＝ジェームズクローリーのミスクローリー邸からの追放
5 XXXVIII（38） 387 Daffy・sElixir＝アミーリアと彼女の母親との不和
6 XLI（41） 418 LadyMacbeth＝レディサウスダウンの男勝りの性格
7 XLI（41） 422 fivethousandayear＝ベッキーの貪欲
8 XLVIII（48） 481 thatabominablesheep-dog＝スタイン侯爵にとって邪魔者のミスブリッグズ
9 L（50） 494 Hannah＝アミーリア，Samuel＝ジョージー
10 LIII（53） 534 anoteforathousandpounds＝ベッキーの狡猾と貪欲
4）thecloudsoftobacco
オクスフォードの不出来の大学生ジェームズクローリーは母親のビュートクローリー夫人の提
案で，彼の伯母のミスクローリー（7万ポンドの財産の持つ老嬢）の邸を訪問する。一旦は伯母の多
大な好意を獲得できたが，タバコが原因で邸から追放の憂き目に遭う。こともあろうに，彼はタバコ
が大嫌いな伯母の家で一服を楽しんでいる現場を執事に摘発され，それが元で伯母の寵愛は煙のよう
に消えてしまう。このように，彼のタバコの煙は邸からの追放を象徴する。この場面は，愉快な一コ
マである。
5）Daffy・sElixir
「ダフィーの万能薬」は38章に登場する。セドリー夫人がジョージーにこの薬をのませるのである
が，これを見たアミーリアは激怒する。その時の二人のやりとりの一部を見てみよう。
Ameliaflungthebottlecrashingintothefire-place.・Iwilnothavebabypoisoned,Mamma,・
criedEmmy,rockingtheinfantaboutviolentlywithbothherarmsroundhim,andturningwith
flashingeyesathermother.
・Poisoned,Amelia!・saidtheoldlady;・thislanguagetome?・
・HeshalnothaveanymedicinebutthatwhichMr.Pestlersendsforhim.Hetoldmethat
Daffy・sElixirwaspoison.・
・Verygood:youthinkI・m amurderess,then,・repliedMrs.Sedley.（387）
アミーリアはこの引用にある激しい非難の言葉 ・poisoned・を後悔して直ちに謝罪するが，この口
論以降，アミーリアと母親との仲は決して元通りには修復されなかった。母親の態度が硬化し親子の
間に深い溝が生じ，それが埋められることはついになかった。したがって，ダフィーの万能薬は，二
人の不和を象徴する。
6）LadyMacbeth
サウスダウン伯爵未亡人は，ピットクローリーの邸に滞在していた時，親しくなったベッキーの
ために自分で調合した薬とある小冊子を持ってベッキーの部屋を訪れる。この時の伯爵未亡人の様子
がマクベス夫人を連想させる。この言葉は，彼女の男勝りの性格を象徴している。
7）fivethousandayear
同じく41章で，・・Itisn・tdifficulttobeacountrygentleman・swife,・Rebeccathought.・I
thinkIcouldbeagoodwomanifIhadfivethousandayear.・（422）と書かれている。この
「1年に5千ポンド（の収入）」という言葉は，ベッキーの貪欲の激しさを象徴している。13
8）thatabominablesheep-dog
スタイン侯爵はロードンの借家を訪問してベッキーと密会を重ねていたが，クローリー夫妻に仕え
ているミスブリッグズが邪魔になる。そのため，より自由な交際を可能にするために，スタインは，
・・Ifyou［Becky］don・tturnoffthatabominablesheep-dog［MissBriggs］,・saidLordSteyne
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withasavagelookoverhisshoulderather,・Iwilhaveherpoisoned.・・（481）と言って，
ベッキーに対してブリッグズの解雇を指示する。スタインにとってミスブリッグズはベッキーを守
る番犬を象徴する。しかし，ベッキーは彼女から預かった大金を使い込んだために，彼女をお払い箱
にすることはできない。
9）Hannah＝アミーリア，Samuel＝ジョージー
アミーリアは息子をジョンオズボーンに引き渡す決心をした時，聖書創世記のハンナとサムエル
の物語を息子に読ませる。神に仕えるため母親と別れるサムエルはジョージーを，母親ハンナはアミ
ーリアを象徴している。彼女は，自分と息子を，聖書のこの親子に擬することによって，別れの苦し
みと悲しみを軽減しようとしているに違いない。
10）anoteforathousandpounds
スタイン侯爵とベッキーの密会の現場を押さえたロードンは極めて大胆な行動をとる。スタインを
殴りつけ，妻の財産を検査する。その結果，1千ポンドの小切手が現れる。これは，ベッキーがスタ
インから半ば相手をす形でせしめた贈り物の一部である。巨額の小切手である。それ故，この小切
手はベッキーの狡猾と貪欲を象徴する。
以上，『虚栄の市』の中のシンボルについて考察したが，ここで，この小説のシンボリズムの特徴
を列挙してみると以下のようになる。
1）シンボルとして利用される語句が多方面に亘り多彩であること
シンボルとなる語句の取材分野については，84頁で述べたとおりである。なお，聖書関係の人名
では，表 1に入れた，・Hannah・と ・Samuel・以外に，・Lucifer,・・Methusalem,・・Cherub,・
・Solomon,・・theQueenSheba,・・Divers,・・Delilah,・・Potiphar,・・Abraham,・・Isaac,・・Herod,・
・Lazarus,・・Pharaoh,・・Eli,・・Judah,・・Simeon・のような名が使われているがこれらは大部分が
シンボルではなく比喩として効果的に機能している。神話関係では，・Apolo,・・Adonis,・・Achiles,・
・Ajax,・・Hercules,・・Omphale,・・Hygeia,・・Hymen,・・Adonis,・・Mars,・・Bacchus,・・Jupiter,・
・Triton,・・Ariadne,・文学作品の登場人物名では，・Sicorax,・・SindbadtheSailor,・・Iachimo,・
・Shylock,・・Pyramus,・・theMrs.Grundy,・・Desdemona,・・PrinceHal,・・Brian deBois
Guilbert,・・Ulysses,・・Miranda,・・Caliban,・・Banquo,・・Mr.Pickwick・等が見える。
2）挿し絵の役割が重要であること
『虚栄の市』のテキストの中には挿し絵を全く記載していない版もあるが挿し絵は作品理解に不可
欠の情報を含んでいる。シンボルとしての機能を果たす絵も少なくない。1853年に出版されたこの
小説の単行本に作者はイラストを収録しなかった。サッカリーは自分を挿し絵画家としては失格とみ
なしていたようである。このような事情もあって，現行の諸版の中には挿し絵抜きのテキストが多い
のであろうが，これは誤った方針である。14イラストも作品の一部である。挿し絵の面白さが作品に
魅力を加えている。
3）同一人物について複数のシンボルが適用されることがあること
作者は，この小説中の同一人物をさまざまなシンボルで表すことが多い。例えば，ジョージオズ
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ボーンはその名前以外に，・Her［Amelia・s］SunandMoon,・・aFairyPrince,・・aregularDon
Giovanni,・・asortofApolo,・・anAdmirableCrichton,・・Sultan,・・ourfriendGeorge,・
・suchahandsomeyoungfelow astheCapting,awoman-kiler・等，幾つかの別名で呼ばれ
るが，これらはすべて彼の属性を象徴している。このようなシンボルが，少なくとも主要人物につい
ては多数見られ，各人物の性格や言動の動機，心理等を如実に伝えている。しかも，そのような象徴
が重なり合うことによって，その人物の複合的イメージが創り出されている。
今日，サッカリーの人気はディケンズ（181270）には及ばないようである。15けれども，この小説
の中で駆使される多様なシンボルを研究するためだけでも一読の価値が十分にある。シンボルのみな
らず，随所に見られるユーモラスな表現や場面等も興味深い。そして何よりも最大の魅力は，作中で
さまざまな状況に置かれた時の人物の動きや反応が，現実世界の人間のそれらと少しも変わらないよ
うに描かれている点である。作中人物全員が，あたかもシェイクスピアの登場人物のように，生き生
きと行動しているのである。ハーン（LafcadioHearn,18501904）は，・AsIsaid,theplaceof
Thackerayisnotunique,inthesenseofestablishinganewschooloranewmethod.Buthe
isthegreatestliteraryartistof19thcenturyprose;theprinceof19thcenturyfiction.・
（Hearn516）と述べているが至言である。『虚栄の市』は繰り返し読んでも飽きることのない傑作で
ある。
注
【本稿の中の図について】
図版はすべてNorton版のVanityFair（1994）の挿し絵をスキャナーでデジタル化したものである。
1 筆者の論考「『虚栄の市』の主要人物の特徴人物名の意味と言い換え表現を通じて」（学苑第834号）表2
参照。
2 参考文献第二次資料の4番参照。
3 学苑第834号拙稿参照。
4 その他，この小説の名場面は，例えば，サーピットクローリーのベッキーへのプロポーズの場面（14
章），ドビンがジョージの結婚をジョンオズボーンに報告する場面（24章），ロードンとベッキーの破局
の場面（53章），ドビンとアミーリアの埠頭での再会の場面（67章）等が挙げられる。
5 VanityFairからの引用はすべて次の版による。以下，この作品からの引用は（ ）内引証を付ける。
Shilingsburg,Peter.Ed.Wiliam MakepeaceThackeray.VanityFair.NewYork:W.W.Norton&
Company,1994.
6 クリュタイムネストラについての詳細は学苑第834号拙稿参照。
7 ShmoopEditorialTeam.・VanityFairSymbolism,Imagery& Alegory.・Shmoop.com.Shmoop
University,Inc.,11Nov.2008.Web.22Feb2011.
8 学苑第834号。
9 デイヴィッドセシル（Cecil,David）著，鮎沢乗光都留信夫冨士川和男共訳『イギリス小説鑑賞ヴ
ィクトリア朝初期の作家たち』東京，開文社出版，1983年，p.122参照。
10 サザランドの次の書物に収録されている ・DoesBeckykilJos?・という名の章がこのを扱っている。
Sutherland,John.IsHeathcliffaMurderer?Oxford:OxfordUniversityPress.Reissued1998.
11 ニューゲート小説については，・Verysimply,Newgatenovelsdealtwithcriminalsrecordedinthe
NewgateCalendar.・という説明が見える本がある。簡単に言えば犯罪小説である。ニューゲートは1902
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年までロンドンにあった監獄の名前。
12 オズボーンとジョージ，イサクとアブラハムについて，VanityFair（NortonCriticalEditon）の編注者
PeterShilingsburgは ・Thecontrastbetween OldOsborne,sacrificing George,andAbraham,
sacrificingIsaacbyGod・scommand,couldhardlybesharper（Genesis22）.・という注を付している。
（233）
13 当時の5千ポンドは現代の100万ドルに相当する由である（この情報源は参考文献の7番である）。
14 筆者の手元には10種類以上のテキストがあるがそのうちの過半数が挿し絵抜きである。
15 インターネットで ・CharlesDickens・で検索すると約802万件，・Wiliam Thackeray・では約23万件の
結果が表示される。人気の指標として参考になる。
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